
（別紙５）

児童発達支援センター西尾市立白ばら園
公表日 令和8年3月31日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関係

で適切であるか。
26 0

・法令を遵守した中で、職員同士が支援内

容を確認し合い活動に応じたスペースを配

慮しています。

・クールダウンや活動スペースに静養室の

活用をしています。状況に応じて療育室を

パーテーションで区切ることで子ども達が

安心して過ごせるように工夫しています。

・2クラス共有のトイレや玄関などは狭いと感じること

がある。また、一部屋に9人の子ども達それぞれの遊び

や活動を工夫したり、適切なスペースを確保したりする

ことが困難に感じる場合もあった。今後も子どもたちが

安心、安全に過ごせるように十分配慮した支援を考えて

いきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の

配置数は適切であるか。
24 2

・厚生労働省が定める基準を遵守した職員

配置になっています。

・活動や出席状況に応じて、職員配置を配

慮しています。

・子どもの特性や状況により担任だけでの対応が難しい

場合フォローできる職員がいるとよいと感じたこともあ

りました。厚生労働省が定める基準を遵守した職員配置

の中で適切な職員体制について十分検討していきます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化さ

れた環境になっているか。また、事業所の設

備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされ

ているか。

26 0

・身支度や遊びの場などが分かりやすいよ

うにパーテーションを利用し空間を区切っ

たり、活動内容や子ども達の特性に応じて

スペースを確保したりして安全に安心して

生活できるよう工夫をしています。

・絵カードやスケジュールカード等を使い

視覚的にわかりやすくしたり、必要のない

物は片付けたり等場面に応じた環境を提供

しています。

・今後も子ども達一人一人の特性に合わせた場所の確保

や場面に応じたわかりやすい環境を提供し、見通しをも

つことで安心して生活が送れるように努めます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になっているか。また、こども達の活動に合

わせた空間となっているか。

26 0

・常に空気清浄機を使用し、換気を十分

行っています。必要に応じて加湿器を使用

し、毎日の清掃の徹底、室内、玩具などの

消毒も定期的に行い、清潔で心地よい空間

づくりをしています。

・子ども達の活動に合わせた環境を整え、

感染症等の流行にも気を配り、状況に応じ

た空間をつくっています。

・今後も引き続き毎日の遊具の安全点検、室内外の点検

を行い、安全な療育環境づくりに努めます。

・プレイルーム、園庭等でたくさん体を動かして遊べる

工夫をし、散歩などの園外活動も行っていきます。

・職員会議等で感染症等の研修を行い、清潔で安全な生

活空間づくりに努めます。

5

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を

使用することが認められる環境になっている

か 。

26 0

・状況に合わせてパーテーションを使い安

心できる空間をつくっています。

・子どもの特性や活動に応じて静養室を使

用しています。

・子ども達一人一人の特性を理解し、必要に応じて子ど

もの特性に合わせた空間で安心して過ごせるようにしま

す。

・静養室が玩具置き場や荷物の一時置き場に使われてい

ることが多いため、整理整頓を心掛け子どもの状況に合

わせて活動スペースにもできるようにします。

6

業務改善を進めるための PDCA サイクル(目

標設定と振り返り)に、広く職員が参画して

いるか。

26 0

・支援前の話し合い、支援後の振り返りを

関係する職員同士で共有しています。

・定期的に面談を行い、目標達成度を確認

しています。

・各自PDCAサイクルを意識し、職員会議等で共通認識

をもてるように話し合い、業務改善につなげます。

7

保護者向け評価表により、保護者等の意向等

を把握する機会を設けており、その内容を業

務改善につなげているか。

26 0

・保護者参加の行事後にアンケートを実施

して保護者の意向を把握し改善につなげて

います。

・集計結果を職員間で周知し、保護者にも

公表しています。

・今後もアンケートを実施し、保護者の意向を把握する

とともに、いただいたご意見を前向きに受け止め、園の

運営も踏まえ、業務改善につなげていきます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、

その内容を業務改善につなげているか。 
25 1

・朝礼や療育後の振り返り、職員会議等で

情報共有や、意見収集を行っています。

・今後も職員の意見を把握する機会をもち、その内容を

業務改善に繋げられるよう努力していきます。
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9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業

務改善につなげているか。
0 26

・県や市の行政監査（法令が定める最低基

準を満たしているか否かの確認等を行う）

は受けており、改善につなげています。

・福祉サービスをよいものへと改善する第三者の外部評

価については来年度予定はありませんが、今後必要に応

じて検討します。

10

職員の資質の向上を図るために、研修を受講

する機会や法人内等で研修を開催する機会が

確保されているか。

26 0

・市内外の様々な研修に全職員が参加でき

る機会を確保し、研修後には職員会で報

告、資料の回覧をして全職員に周知してい

ます。

・公認心理士、作業療法士等による園内職

員研修の場をもち、全職員のスキルアップ

につなげています。

・専門的な支援や地域連携が強く求められている中、今

後も職員の資質向上のため、様々な分野の研修により広

く職員が積極的に参加できるよう、研修機会を確保して

いきます。

11
適切に支援プログラムが作成、公表されてい

るか 。
26 0

・ホームページにて支援プログラムの公表

をしています。

・今後も分かりやすい支援プログラムの作成に努めてい

きます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に

行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観

的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

26 0

・アセスメント、モニタリング等から子ど

もの現在の発達や取り巻く実態を把握して

ニーズをつかみとり、個別支援計画を作成

しています。

・専門職の助言を受けたり、児童発達支援

管理責任者とのアセスメント会議を行った

りして支援計画の作成を行っています。

・今後も子どもの姿について保護者とよく話したり、連

絡帳などでもやり取りをして理解を深め、アセスメン

ト、モニタリングを行う中で保護者と子ども達のニーズ

を汲み取って計画を作成していきます。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発

達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援

に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。

 

26 0

・児童発達支援管理責任者と担任、専門職

等、子どもに関係する職員が意見を出し合

い検討しています。

・今後も支援計画の作成には、子どもに関わる全職員が

共通理解を行う努力をし、必要な支援の検討をしていき

ます。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画

に沿った支援が行われているか。 
26 0

・個別支援計画は職員間で共有されてお

り、日々の姿はクラス内の振り返りや専門

職とのカンファレンス等で確認をしていま

す。

・クラス内では個別支援計画に基づいて支援内容を伝え

あっている。他クラスの個別支援計画もいつでも見られ

るように保管してある。

・今後も子どもの姿を確認しながら個別支援計画を基に

支援を進め、保護者との懇談を通して、評価、見直しと

見直し後の計画立案を行っていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化された

ツールを用いたフォーマルなアセスメント

や、日々の行動観察なども含むインフォーマ

ルなアセスメントを使用する等により確認し

ているか。

25 1

・白ばら園では担任が「乳幼児精神発達診

断法（津守）」を使用しており、診断方法

については職員同士や公認心理士と話し合

いながら共通理解をしています。

・公認心理士による発達検査も保護者の意

向を

・津守の一部の項目が時代にそぐわないという考えもあ

るため、今年度、他の検査の検討も行いましたが、津守

の良さもあるため、来年度も担任が「乳幼児精神発達診

断法（津守）」を使い子ども達の発達の把握に努めてい

きます。今後も子ども達の総合的なスキルを評価し、支

援できる様なアセスメントツールがあれば取り入れてい

きます。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及

び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に

必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

26 0

・ガイドラインに基づき、ご家族や子ども

の現状に適した支援内容を担任や専門職な

どがチームとなって検討しています。

・必要なすべての支援項目を設定し、具体

的な支援内容を個別支援計画に盛り込み支

援につなげています。

・今後も児童発達支援ガイドラインに基づき、提供すべ

き支援を適切に設定していきます。

17
活動プログラムの立案をチームで行っている

か。
26 0

・職員で話し合いながら活動内容、プレイ

ルームや園庭の使用時間等を職員間で話し

合い検討しています。

・必要に応じて作業療法士・公認心理師等

と相談しながら一人一人に応じた活動を心

がけています。

・職員会、専門職とのカンファレンス等を実施し、季節

や子ども達に合った支援を職員全員で考え取り組んでい

きます。

18
活動プログラムが固定化しないよう工夫して

いるか。
26 0

・支援の工夫に努め、姿に合わせて検討、

見直しをしています。また季節の行事も取

り入れながら子どもに合わせたプログラム

となるよう工夫しています。

・子ども達が安心して園生活を送る中で楽しく過ごせる

プログラムをさらに工夫していきます。

・子どもによっては変化の受け入れが難しい子もいるた

め、同じ活動でも小さな変化を取り入れたり、理解しや

すい方法で事前に伝えたりすることで安心して様々な体

験ができるように意識していきます。
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19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動

を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成

し、支援が行われているか。

26 0

・子どもの発達段階に応じ個別活動と集団

活動を取り入れることや、子どもの状況や

クラスに応じた活動の支援を検討し、個別

支援計画を作成しています。

・子どもの姿や時期をみながら他クラスと

の交流を積極的に取り入れています。

・子どもの状況を見極め、集団活動や個別活動を意識し

て、一人一人の発達に応じた個別支援計画を作成してい

きます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、

その日行われる支援の内容や役割分担につい

て確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

26 0

・毎朝朝礼を行い全体の打ち合わせをして

います。

・朝礼に参加していない職員は朝礼ノート

を必ず確認してから療育にあたるようにし

ています。

・療育開始前に打ち合わせを行い、支援内

容や役割分担の把握に努め、状況により、

臨機応変に役割を交代しながら行えるよう

にしています。

・打ち合わせや連絡が不十分にならないように、共通し

た様式を使い、確認できるようにしています。他業務が

ある等の場合は事前の職員間の連携に努めていきます。

・クラス活動（散歩等）や子どもの状況に応じて、フォ

ローが必要な場合は朝礼時に確認し合い、安全な療育に

努めています。

21

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行

い、その日行われた支援の振り返りを行い､

気付いた点等を共有しているか。

25 1

・療育終了後にクラス担任間で振り返りを

しています。また、必要に応じて朝礼や職

員会議で全体への報告も行います。

・打ち合わせや振り返り時に不在の職員と

も情報を確実に共有しています。

・引き続き、支援の振り返りを行うことで、情報を共有

していきます。支援の検証、改善を行うために有効な方

法を検討していきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか。
25 1

・毎日の活動記録は、個別支援計画に沿っ

て支援が適切にされているかを意識して

とっています。

・ヒヤリハットを含め、日々の療育で気づ

いたことは速やかに報告し職員間で共有し

検証・改善が必要なことは検討をしていま

す。

・今後も個別支援計画に沿って支援の状況等を記録し、

支援の向上につなげていきます。

・ヒヤリハットを支援の改善につなげ、安全な療育に努

めます。

23

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援

計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直

しを行っているか。

26 0

・個別支援計画作成にあたり、定期的にモ

ニタリングを行い（年2回）、保護者と確認

しながら見直しをし、次の支援目標を定め

ています。

・引き続き、モニタリングを実施し、必要に応じて支援

の見直しや確認をしていきます。

24

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議

や関係機関との会議に、そのこどもの状況を

よく理解した者が参画しているか。

26 0

・相談支援専門員からの要請に応じ、サー

ビス担当者会議が開催されるときには必要

な担当職員が参加します。

・引き続き、ケースに応じて必要な職員が参加していき

ます。

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関

等）、障害福祉、保育、教育等の関係機関と

連携して支援を行う体制を整えているか。

26 0

・関係機関（保育課、各療育機関、保健セ

ンター、小学校、特別支援学校、事業所

等）と連携した支援を行っています。

・入園前の母子通園や療育の様子を担当者

が聞き取る等して引き継ぎを行い、連携を

図っています。

・今後も関係機関との情報共有に努めていきます。

・個人情報の情報共有については必ず保護者の意向を確

認して行うようにします。

・センターとして、地域の発達支援が必要なケースに関

する情報交換等に努めていきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、イ

ンクルージョン推進の観点から支援を行って

いるか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っ

ているか。

26 0

・移行先の園で体験交流をしています。移

行時には療育報告書の作成を行い、移行先

の園にて情報提供の引継ぎを行っていま

す。

・移行後も必要に応じて個別に情報提供を

行うとともに、移行児事後フォローにて保

育園等を訪問し情報共有と相互理解を図っ

ています。

・今後も子どもの姿に合わせた移行支援ができるよう情

報共有をして相互理解に努めていきます。

27

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学

校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有

と相互理解を図っているか。

26 0

・就学先の各所に療育報告書をお渡しして

います。

・就学後に卒園児事後フォローで各小学校

を訪問し、相互理解に努めています。

・就学までに就学先での授業の体験を行っ

たり、学校職員に来園してもらい、様子を

見てもらったり等して情報交換と相互理解

を図っています。

・引き続き、小学校や特別支援学校と連携を取り合い、

的確に子どもの姿を伝え、情報共有・相互理解を図って

いきます。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通

所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質

の向上に資する取組等を行っているか。

関
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26 0

・近隣の児童発達支援センターと6市療育者

会を行い、主任会、実習を通して情報交換

を行い連携を図っており、職員のスキル

アップを目指しています。

・地域全体の資質向上を見据えた研修機会や情報交換会

の企画運営等がセンター機能として期待されており、そ

れらの体制整備を行政とともに行っていきます。

・近隣の障害児通所支援事業所等との連携や情報交換会

等は行えていないため、課題となっています。

28



29

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門

機関等から助言を受けたり、職員を外部研修

に参加させているか。

26 0

・市内の公認心理師による巡回指導（子ど

ものケース検討）や、園内の専門職から

様々な内容での職員向け研修を受けていま

す。

・今後も積極的に専門家や専門機関等からの助言を受け

る機会をもち、スキルアップにつなげていきます。

30

(自立支援)協議会こども部会や地域の子ど

も・子育て会議等へ積極的に参加している

か。

26 0

・園長、児童発達支援管理責任者、相談支

援専門員が参加しています。

・定期的に開催される会議へ参加し、最新の情報を得た

り、地域の動向を把握していきます。協議会の内容を職

員会議で周知し、センターの職員として把握できるよう

にしていきます。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図

り、必要に応じてスーパーバイズや助言等を

受ける機会を設けているか 。

32

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、地域の中で他のこどもと活動する機会が

あるか。

26 0

・隣接する室場保育園と毎月交流会議を設

け交流の計画を立てています。

・誕生会や行事の交流等子どもに合わせた

交流の機会を昨年度よりも多くもつことが

できています。

・子どもの状況をみながら、保育園での交流の機会を十

分にもてるようにします。

・今後も保育園児が療育室等に遊びに来る機会をもち、

子ども同士の自然な関わりができるようにします。

・交流時の様子をハグノートを活用し、保護者に随時伝

えていきます。

33

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、

こどもの発達の状況や課題について共通理解

を持っているか。

26 0

・連絡帳、送迎時、親子通園、懇談会等で

お伝えしています。また必要に応じて電話

で対応しています。

・引き続き、子ども達の様子や情報を丁寧に伝え、ご家

族の方々と共通理解を深められるよう努めていきます。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に

対して家族支援プログラム(ペアレント・ト

レーニング等)や家族等の参加できる研修の

機会や情報提供等を行っているか。

26 0

・保護者参観、親子通園、専門職講話、ふ

れあいペアレントプログラム、サポート

ブックの勉強会等を年間計画に基づき実施

し、保護者支援を行っています。保護者か

らの相談にはその都度対応し、家族支援を

行っています。

・引き続き、家族支援の充実を図っていきます。家族が

相談しやすい関係性や雰囲気づくりに努め、母親、父

親、きょうだい等家族全体を支援していきます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等に

ついて丁寧な説明を行っているか。
26 0

・入園前の入園説明会及び契約、重要事項

説明の機会に丁寧な説明を心掛けていま

す。

・契約時に重要事項説明と共に丁寧な説明を心掛けま

す。保護者からの問い合わせにはその都度丁寧な説明が

できるように引き続き努めていきます。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こども

や保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益

の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族

の意向を確認する機会を設けているか 。

26 0

・日々の連絡帳や親子通園、個別懇談会等

で保護者の相談に応じています。白ばら園

全職員が個別支援計画の作成に関わってい

ます。

・今後も子どもや家族の意向を確認する機会を設け、個

別支援計画を作成していきます。

37

「児童発達支援計画」を示しながら支援内容

の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ているか。

26 0

・個別懇談会で個別支援計画の支援内容を

保護者に説明し、同意を得ています。

・個別支援計画に沿っての支援方法や子ど

もの姿の確認を親子通園日に行えるように

しています。

・保護者に児童発達支援の提供すべき支援のねらい、及

び支援内容について具体的にわかりやすく説明していく

ことに努めていきます。

38

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対

する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と

支援を行っているか。

26 0

・連絡帳や送迎時等、保護者からの相談に

は丁寧に対応し、思いを汲み取りながら必

要な助言と支援を行うようにしています。

・担任との懇談を中心に、必要に応じて園

長・主査も懇談に加わったり、児童発達支

援管理責任者と懇談の機会を設けたりして

必要な助言を行っています。

・親子通園、懇談会、育児相談等の機会に子育ての悩み

事の相談に応じていきます。

・ご家族の気持ちに寄り添いながら様々な相談に

乗れるよう努め、必要な助言や支援ができるように迅速

かつ適切に対応していきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会

等を開催する等により、保護者同士で交流す

る機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける

等の支援をしているか。

26 0

・保護者会が設定されており、保護者同士

の交流の機会や保護者の意向を尊重しなが

ら保護者支援を進めています。

・きょうだい児も参加できる保護者研修会

や運動会等の行事を開催しました。運動会

ではきょうだい参加型の競技も取り入れ家

族で参加していただけました。

・今後も保護者会、OB会、その他行事等、保護者同士

の関わりを大事にし、保護者支援や家族支援をしていき

ます。

・きょうだい同士で交流する機会がより多くもてるよ

う、内容を検討していきます。保

護

者

へ

保

護

者
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40

こどもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制を整備するとともに、こども

や保護者に周知し、相談や申入れがあった場

合に迅速かつ適切に対応しているか。

26 0

・保護者からの相談や申し入れがあった場

合、随時対応しています。相談や申し入れ

の対応（苦情受付窓口等）の整備がしてあ

ることを、重要事項説明会にてお伝えして

あります。

・今後も丁寧かつ適切な対応ができるように努力

します。

41

定期的に通信等を発行することや、HPや

SNS等を活用することにより、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者

に対して発信しているか。

26 0

・毎月の予定を発行したり、行事の際は日

程等の詳細を園から確実に保護者にお伝え

できるように努めています。

・行事の案内等、保護者への情報はわかりやすく、早め

にお伝えできるよう努めていきます。

・ハグノートにて白ばら園での生活や活動の様子を紹介

していきます。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 26 0

・個人情報は鍵のある棚に保管してありま

す。

・個人情報使用同意書、写真承諾書により

関係機関への情報提供、写真の掲載につい

て保護者に確認をとっています。

・個人情報をメモしたものはシュレッダー

や機密文書で処分しています。

・引き続き、個人情報の取り扱いに十分に注意していき

ます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や

情報伝達のための配慮をしているか。
26 0

・保護者からの意見は担任から園長、主査

へ必ず伝達しています。

・外国籍の保護者に通訳が同席して懇談会

等を行ったり、翻訳した手紙を配布してい

ます。

・写真や絵カード、タイムタイマー等、視

覚支援を行い、子どもに合わせた情報伝達

の方法を工夫しています。

・日頃から園での子どもの情報を丁寧にお伝えできるよ

うに努めます。

・子どもの意思や気持ちが汲み取れるように視覚支援等

の方法を使って意思の疎通や情報伝達の工夫を引き続き

行っていきます。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域

に開かれた事業運営を図っているか。
20 6

・地域住民を招待する行事は計画していま

せんが、実習生の受け入れを計画に基づき

実施しています。ボランティアも受け入れ

ています。

・地域の会議において、園についての事業

内容等を紹介、報告しています。

・地域の様々な会議に出席したり、室場ふれあいセン

ターフェスティバルに参加したり、散歩時に地域住民の

方と挨拶をする等、地域に開かれた児童発達支援セン

ターとなるために必要な努力をしていきます。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル

等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

26 0

・緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアルが策定してあ

り、常時確認できるようにファイルに保管

してあります。

・全職員にマニュアルの周知を行い読み合わせや、発生

を想定した訓練の実施を計画していきます。

・保護者へマニュアルの周知の仕方を検討し、状況に応

じて見直しや改善に心掛けます。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出

その他必要な訓練を行っているか。

25 1

・年間計画（火災・地震・バス火災・不審

者等）を作成し、毎月避難訓練を実施して

います。

・訓練後は反省を記録し、職員会議で振り

返りを行っています。

・業務継続計画（BCP）が策定されてお

り、想定した訓練を行っています。

・今後も非常災害の発生に備え、様々な想定をした避難

訓練を毎月実施し、バス乗車中の災害発生に備えた訓練

や救出その他必要な訓練を行っていきます。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の

こどもの状況を確認しているか。
26 0

・家庭調査票の成育歴や健康状態等を入園

前に丁寧に確認しています。また必要に応

じてその都度詳しく聞き取りをしていま

す。

・服薬、てんかん発作等については看護師

を中心に職員全員で対応方法と共に周知徹

底しています。

・事前に子どもの状況を確認するとともに、発作等の対

応を保護者、看護師を含めた職員間で共通理解していき

ます。

・変更追加がある場合は、その都度確認を行い、速やか

に職員に周知をして安全に過ごせるようにします。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師

の指示書に基づく対応がされているか。
26 0

・保育課作成のアレルギー調査の様式を使

用して、医師に記入をお願いし、保護者に

も聞き取りを行い、必要な書類は保管し、

常に確認できるようにしてあります。

・医師の指示書に基づき、除去食、代替え

食品を提供しています。

・引き続きマニュアルに基づき、職員間で共有し対応し

ていきます。

・今後も毎月、献立と成分表等でアレルギーのチェック

を行い、食事提供前に調理員、園長、主査、担任保育士

等複数人で確認することを徹底していきます。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や

訓練、その他必要な措置を講じる等、安全管

理が十分された中で支援が行われているか。

26 0

・事故防止のため、毎日の遊具や器具の安

全点検を行っています。

・安全管理が十分された中での支援が行えるよう、職員

全員で必要な訓練や研修をしていきます。

50

こどもの安全確保に関して、家族等との連携

が図られるよう、安全計画に基づく取組内容

について、家族等へ周知しているか 。

24 2

・重要事項説明書等で周知しています。引

き取り訓練を毎年1回行っています。

・安心して預けられるよう、子どもの安全確保に関する

取り組み内容（避難訓練等）を保護者へ周知できるよう

努めます。

へ

の

説
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51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止

に向けた方策について検討をしているか。
26 0

・ヒヤリハットの事例があった場合は、朝

礼や会議などで報告・周知を行っていま

す。また、記録を綴ったファイルはいつで

も確認できるようにしています。

・ヒヤリハットの共有・周知と共に原因解明や解決策を

職員間で検討し、事故防止に努めていきます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保

する等、適切な対応をしているか。
26 0

・虐待に関する研修を年間の園内研修の計

画の中に盛り込み、実施しています。虐待

の芽チェックリストをもとに毎月自己

チェックすることで自分の行動を振り返っ

ています。

・今後も園外の研修に積極的に参加していきます。園内

の研修は年間計画を立て、虐待防止について職員全員で

学んでいきます。

・障害児等の人権擁護・虐待防止のための法令を遵守

し、対応策を講じていきます。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う

かについて、組織的に決定し、こどもや保護

者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

26 0

・身体拘束指針を作成し適切に対応してい

ます。

・「日常的な身体拘束に関する同意書」に

身体拘束の内容と目的を明記し、保護者に

説明をして同意を得ています。

・職員で身体拘束についての認識を共有していきます。

・子どもの安全を確保するためにやむを得ない場合は、

保護者への報告、個別支援計画に詳細に記載を行ってい

きます。


